
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
倶
知
安
町
の

人
口
の
現
状
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

人
口
に
関
す
る
地
域
住
民
の
認
識
を
共

有
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

と
人
口
展
望
を
示
す
と
同
時
に
、「
倶

知
安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
前
提
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
で

す
。
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創
生

方
　

平
成
25
年
３
月
に
、国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
（
社
人
研
）
が
『
日

本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
』
を
発
表

し
ま
し
た
。

社
人
研
の
推
計
に
準
拠
し
た
、
今
後
の

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
平
成
22
年
に
は

１
万
５
５
６
８
人
だ
っ
た
人
口
が
、
平

成
52
年
に
は
１
万
１
６
３
１
人
、
平
成

72
年
に
は
８
６
３
０
人
ま
で
減
少
す
る

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
衝
撃
的
な
推
計
通
り
に
な
ら
な

い
た
め
に
策
定
し
た
の
が
「
倶
知
安
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
倶
知
安
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
す
。

将
来
人
口
の
推
計

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
「
倶
知
安
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

倶
知
安
町
の
様
々
な
施
策
と
人
口
対
策

の
効
果
実
現
に
よ
る
、出
生
率
の
上
昇
、

「
世
界
に
誇
れ
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
へ

の
発
展
に
よ
る
、
外
国
籍
住
民
の
増
加

や
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

に
よ
る
交
通
と
観
光
の
ハ
ブ
都
市
化
が

進
む
こ
と
で
、
倶
知
安
町
の
人
口
は
平

成
52
年
で
１
万
５
３
２
９
人
、
平
成
72

年
で
１
万
３
９
９
２
人
に
な
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
緩
和
に
向
け
て

社人研の推計に準拠した倶知安町の将来人口推計

外国籍住民を含めた人口推移（目標）人口の将来目標（2010 年～ 2060 年）

　

倶
知
安
町
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、
将
来
に
わ

た
り
活
力
あ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
住
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
玄
関
口
と
な
る
北

海
道
新
幹
線
の
開
通
や
高
速
道
路
の
整

備
な
ど
、
今
後
直
面
す
る
課
題
に
真
正

面
か
ら
取
り
組
み
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
な
ど
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し

て
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
「
世
界

に
誇
れ
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
へ
発
展
す

る
こ
と
で
多
様
な
地
域
社
会
の
形
成
に

向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
発
展
と

と
も
に
、
人
口
減
少
を
緩
和
し
、
安
定

し
た
人
口
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
日

本
人
の
み
な
ら
ず
外
国
人
も
含
め
た
転

入
者
の
増
加
と
転
出
者
の
抑
制
や
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
よ
り
、
住
民
が

安
心
し
て
働
き
、
若
者
が
希
望
通
り

結
婚
し
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が

で
き
る
社
会
環
境
を
実
現
す
る
こ
と

で
、「
こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
た
い
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地

人口ビジョン

人
口
の
将
来
目
標
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　外国人観光客の増加や海外投資によるコンドミニアム
等の建設によって、国際リゾート地へと発展を続けてい
ます。この強みを活かし、交流人口を増加させ、魅力あ
るまちづくりにより、人口減少の緩和を図ります。

　自然豊かで外国人が多く暮らす多文化共生のリゾート
地という強みを活かして、多くの人々が『このまちで暮
らしたい』と思えるような環境づくりを進め、出生率の
向上や社会増による人口減少の緩和を図ります。

基本的方向 具体的な取り組み

魅 力 あ る
観光地づくり

①地域の魅力を活かしたプロモーション
活動の推進と、広域的な連携を通じた通
年型観光の実現
②多くの観光客が訪れるニセコひらふエ
リアをはじめとした、広域的な連携によ
る環境整備
③誰もが安心して受診できる医療サービ
スの確保
④利便性の高い公共交通の整備

外国人との
共　　　生

①倶知安町を訪れた外国人が情報を得や
すい環境の整備
②目指すべき国際リゾート地として、文
化の相互理解を深めるための国際交流の
促進
③多文化共生のまちづくりに向けた英語
研修事業の実施

基本的方向 具体的な取り組み

産 業 の 創 出

①中心市街地の活性化に向けた取り組み
②起業者・雇用に対する支援
③年間を通じての職場の確保と受入体制
の整備
④地場産業の強化と農産物の加工・販売
の促進

生活・住環境

①官民連携による移住・定住のための住
宅整備
②空き家対策による地方移住の推進や良
質な景観の確保
③誰もが生活しやすい環境整備
④防災・防犯など、安全な地域をつくる
取り組み
⑤社会情勢・交通環境の変化に対応した、
便利で快適なまちづくりのための取り組
み
⑥誰もが安心して生活できる医療体制の
整備
⑦在宅生活を支える相談支援・サービス
体制の強化と、社会参加や支え合い活動
の推進

子育て・教育

①家族が安心して妊娠・出産・育児・子
育てを行なえる環境の整備
②自然・国際色豊かな地域性を活かした
教育の充実

地
方
版
総
合
戦
略

　

地
方
版
総
合
戦
略
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の
確
立
に
向

け
、
地
方
自
治
体
が
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方

創
生
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
「
倶
知
安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
役
場
内
に
設
置
さ
れ
た
「
倶
知
安

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本

部
会
議
」
に
加
え
、
行
政
・
産
業
界
・

大
学
・
金
融
機
関
・
労
働
団
体
・
マ
ス

コ
ミ
の
代
表
と
住
民
代
表
か
ら
な
る

「
倶
知
安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
有
識
者
会
議
」
を
設
置
し
、
共
に
総

合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
戦
略
で
は
、
二
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
、
具
体
的
な
施
策
に
対
し

て
は
明
確
な
数
値
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を

設
定
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
総
合
戦
略
に
基
づ
く

施
策
の
本
格
的
な
実
施
と
と
も
に
、
そ

の
評
価
・
検
証
・
改
善
等
の
進
捗
管
理

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
「
倶
知
安
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
会

議
」
と
「
倶
知
安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
有
識
者
会
議
」
が
連
携
し
、

必
要
に
応
じ
て
施
策
・
事
業
の
見
直
し

や
総
合
戦
略
の
改
訂
を
行
い
、
目
標
達

成
に
向
け
た
効
果
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

まち・ひと・しごと創生総合戦略

5 年後の数値目標
（平成 31 年度）

 観光入込客数　170 万人

 外国人観光客宿泊延べ数　35 万人

5年後の数値目標
（平成 32 年）

 人口　16,068 人（国勢調査人口）

※人口ビジョン、まち・ひと・しごと創生総合戦略はホームページや

総合政策課で閲覧することができます。

■URL：http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/town_administration/

                 chihousousei/

■お問い合わせ／総合政策課☎５６―８００１

基本目標１：くっちゃんで、過ごす 基本目標２：くっちゃんで、暮らす


